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医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。 

 

使用上の注意改訂のお知らせ 
 

2017 年 4 月 

東和薬品株式会社 

  
このたび、標記製品の「使用上の注意」を改訂致しましたのでお知らせ申し上げます。 

なお、改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには日数を要する場合がございますので、

今後のご使用に際しましては、下記内容にご留意くださいますようお願い申し上げます。 

1．改訂内容 

改訂後（下線部改訂） 改訂前（点線部削除） 

【禁忌(次の患者には投与しないこと)】 

3)アゾール系抗真菌剤(外用剤を除く)(イトラコ

ナゾール、ミコナゾール、フルコナゾール、

ホスフルコナゾール、ボリコナゾール)、HIV

プロテアーゼ阻害剤(リトナビル含有製剤、サ

キナビル、インジナビル、ネルフィナビル、

アタザナビル、ホスアンプレナビル、ダルナ

ビル含有製剤)、コビシスタット含有製剤、オ

ムビタスビル・パリタプレビル・リトナビル

を投与中の患者(｢相互作用｣の項参照) 
 

【禁忌(次の患者には投与しないこと)】 

3)アゾール系抗真菌剤(イトラコナゾール、ミコ

ナゾール等)、HIVプロテアーゼ阻害剤(リトナ

ビル、サキナビル、インジナビル等)、コビシ

スタットを含有する製剤を投与中の患者(｢相

互作用｣の項参照) 

 

3．相互作用 

1)併用禁忌(併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

アゾール系抗真菌

剤(外用剤を除く) 

イトラコナゾール 

イトリゾール 

ミコナゾール 

フロリード 

フルコナゾール 

ジフルカン 

ホ ス フ ル コ ナ

ゾール 

プロジフ 

ボリコナゾール 

ブイフェンド 

イトラコナゾールと

の併用により本剤

のAUCが2.8倍に上

昇することが報告

されている。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

 

3．相互作用 

1)併用禁忌(併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

アゾール系抗真菌

剤 

イトラコナゾール 

イトリゾール 

ミコナゾール 

フロリード 

等 

イトラコナゾールと

の併用により本剤

のAUCが2.8倍に上

昇することが報告

されている。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

 

 

 

 

 

該当項目のみ記載 



 

－2－ 

改訂後（下線部改訂） 改訂前（点線部削除） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

HIVプロテアーゼ阻

害剤 

リトナビル含有

製剤 

ノービア 

カレトラ 

サキナビル 

インビラーゼ 

インジナビル 

クリキシバン 

ネルフィナビル 

ビラセプト 

アタザナビル 

レイアタッツ 

ホスアンプレナ

ビル 

レクシヴァ 

ダルナビル含有

製剤 

プリジスタ 

プレジコビッ

クス 

コビシスタット含有

製剤 

スタリビルド 

ゲンボイヤ 

プレジコビックス 

併用により本剤の

作用が増強される

おそれがある。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

オムビタスビル・パ

リタプレビル・リト

ナビル 

ヴィキラックス 

併用により本剤の

作用が増強される

おそれがある。 

リトナビルが

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

 

2)併用注意(併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

シメチジン 

イマチニブメシル酸

塩 

マクロライド系抗生

物質 

エリスロマイシン

クラリスロマイシ

ン 

等 

併用により本剤の

作用が増強される

おそれがある。必要

があれば本剤を減

量あるいはこれらの

薬剤の投与を中止

すること。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

HIVプロテアーゼ阻

害剤 

リトナビル 

ノービア 

サキナビル 

インビラーゼ 

インジナビル 

クリキシバン 

等 

コビシスタットを含

有する製剤 

スタリビルド 

併用により本剤の

作用が増強される

おそれがある。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

(記載なし) 

 

2)併用注意(併用に注意すること）） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

シメチジン 

イマチニブメシル酸

塩 

デラビルジンメシル

酸塩 

マクロライド系抗生

物質 

エリスロマイシン

クラリスロマイシ

ン 

等 

併用により本剤の

作用が増強される

おそれがある。必要

があれば本剤を減

量あるいはこれらの

薬剤の投与を中止

すること。 

これらの薬剤が

CYP3A4 を 阻 害

し、本剤のクリ

アランスが低下

すると考えられ

る。 

 

 

 

 

該当項目のみ記載 
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2．改訂理由 

「禁忌」「相互作用 併用禁忌」の項（自主改訂） 

相互作用相手薬剤と整合性をとるため、また、「等」に含まれている薬剤を明確にするため、「禁

忌」「相互作用 併用禁忌」の項を改訂し、注意喚起致しました。 

 

「相互作用 併用注意」の項（自主改訂） 

デラビルジンメシル酸塩製剤が国内で販売されていないことから、削除致しました。 

 

 

今回の改訂内容につきましては、日本製薬団体連合会の医薬品安全対策情報（DSU）No.259 

（2017 年 5 月）に掲載される予定です。 

また、改訂後の添付文書全文につきましては、独立行政法人 医薬品医療機器総合機構のホーム

ページ（http://www.pmda.go.jp）並びに弊社ホームページの「医療関係者の皆様へ」のページ

（http://www.towayakuhin.co.jp/forstaff）に掲載致します。 


